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――初めに話の口火を切る意味で、各社の

概要をご紹介いただきたいと思います。平子

さんから順番にお願いします。

平子 アインファーマシーズは単体で調剤

薬局が135店、グループで199店、そのほかド

ラッグストアも経営しており単体で33店、グ

ループでは47店です。ただし調剤とドラッグ

の両方の機能を持つ、いわゆる併設型店舗は

一切ありません。当社が最も大切に考えてい

ることは「安全」で、全店に調剤過誤システ

ム（PhAINシステム）を配備できるよう進

めています。

薬局は基本的には総合、公立、大学病院の

門前に、比較的大型といわれる店舗を出店し

ています。これは社内の出店基準に沿ったも

ので、門前大型で複数の薬剤師を配置できる

薬局を展開しています。出店は全国展開の方

針ですが、中国・四国地方にはまだありま

せん。日本中どこでもハトのマークのアイ

ン薬局があればと考えて、いま推進してい

るところです。

社員数は単体で1692人、グループで2300

人。そのうち薬剤師数が

698人、グループでは

1230人おります。

白井 当社は日本調剤

のほか、関係会社として

薬剤師派遣業の日本調剤

ファルマスタッフ、ジェ

ネリック医薬品を安定的に

供給することを目的に設立

した日本ジェネリックほか

数社があります。店舗展開

地域は、北海道から九州ま

で日本全国に185店舗の調

剤専門薬局チェーンを展開

し、年間25店の出店計画や

Ｍ＆Ａも積極的に進めてお

ります。

薬局の特徴は、大型総合

病院の「門前薬局」が89％、

ＭＣ（メディカルセンター）

が９％、ＭＴＭ（マン・ツ

ー・マン）２％で、大型総

合病院前の門前薬局に特化しています。また、

病床数別処方せん応需枚数は、200病床以上

の病院が約７割を占めています。社員数は、

日本調剤単体で1415人の規模で、うち薬剤師

は942人です。

松井 当社はクラフト本体のほか、100％

出資子会社の北海道クラフトがありますが、

調剤専門の店舗が両社で219店、またドラッ

グストアも14店あり主に東京、神奈川、埼玉

で展開しています。またドラッグストアとの

併設型を、試験的に横浜市の鶴見に開設して

います。

薬局は大規模な総合病院から開業医まで、

医療機関に合わせて様々な規模の出店を行っ

ています。これは薬剤師の人材育成とキャリ

アアップ、経営のリスク分散を考えた結果で

す。展開地域は基本的には全国ですが、北海

道と関東、関西が中心で、いま他地域への新

規出店と合わせＭ＆Ａによる全国展開を進め

ています。

クラフト単体で社員数はパート、アルバイ

トを含め1805人です。正社員は809人。また

薬剤師は950人（正社員665人、パート・アル

バイト285人）です。

田代 総合メディカルは他社と形態が違っ

ています。総合という名前を付けているよう

かつて薬学生の進路といえば、製薬企業と病院薬剤部が花形であった。それが今や保険

薬局が取って代わった。学卒のほぼ４人に１人、大学院へ進学後に就職する人まで含める

と、薬学生の３人に１人は保険薬局を就職先としている計算になる。そこで調剤薬局チェ

ーンの代表格である４社の人事担当者に集まっていただき、「保険調剤薬局はいま…」とい

うテーマで、現在の保険薬局が直面している状況を踏まえながら、保険薬局はどのような

人材を求めるのか、薬学生に何を希望・期待するかなどを語ってもらった。この４月には

社会へ羽ばたく４年生、これから就職先を考えようとしている３年生に、指標となれば幸

いである。
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「保険調剤薬局はいま…」
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――田代さんから研修の話も出ましたの

で、新入社員を中心とした研修体制について

も、各社から順次ご紹介ください。

田代 新入社員については、最初に佐賀県

唐津市のホテルで、２週間の導入合宿研修を

行います。幅広い知識を修得してほしいと思

っていますが、やはりメインテーマは社会人

教育です。薬学部を卒業したばかりですから、

医薬品の勉強をしたいと思っている人も多い

でしょうが、まずは社会人としての考え方、

マナーなどを主に学んでもらいます。

その後、福岡県にある当社の研修施設で、

薬剤師としてのコミュニケーション技法やＰ

ＯＳを用いた薬歴記載、調剤鑑査実習、ロー

ルプレイングなどの専門研修を１週間行いま

す。薬局店舗配属後は、勤続２年目以降の先

輩社員が教育担当者となるブラザー＆シスタ

ー制度のもと、３～６カ月のOJT（オン・

ザ・ジョブ・トレーニング）研修を含め、か

なり長いスパンで実施します。

それ以降は処方解析、コミュニケーション

研修などのスキルアップ研修やサプリメント

勉強会、ｅラーニングを用いた医薬品などの

自己学習の支援により、薬剤師としてのレベ

ルアップを図っています。また店舗運営に必

要なマネジメント研修も、階層別に実施して

おります。他に薬局の質向上を目的に、薬局

店舗やエリアで様々な研究に取り組み、年に

一度「メディカルサミット」という社内発表

会を行っています。

松井 私どもの企業で行う研修は「実務に

生かせるものでなければならない」という考

え方から、教育部による社内スタッフを中

心とした体制をとっています。また出店地

域も拡大しておりますので、集合研修だけで

なく地域による格差が出ないように、いろい

ろな形態の研修を取り入れるようにしていま

す。例えばインターネットの教材配信システ

ムを使ったｅラーニングによる自己研修や、

店舗エリア別のコンポーネント研修など、

「いつでも、どこでも、誰でも」学習できる

環境にありますが、集合研修以外は自由参加

ですので、ある意味では個人の学習意欲が試

されるものにもなっています。

研修の内容としては、マネジメント研修以

外は医学・薬学の基礎教育、それらの臨床場

面での応用、業務、運営管理知識がメインに

なります。

新入社員教育は当初、東京で２週間かけて

集合研修形態で実施しますが、サービスマナ

ートレーニングから始め、その後は実際の処

方せんの見方など、当社オリジナルテキスト

を使用した中身の濃いものとなっています。

その後は仮配属店舗でのOJT教育、半年後に

再度、集合研修のフォローアップ研修を行う

ようにしています。その後は段階的に階層別

の研修が行われます。

白井 当社の薬剤師教育の基本コンセプト

は、「最短最速で一人前の臨床薬剤師を育成

する」ことです。教育は新卒者の内定段階か

ら始まり、年に３回「国家試験対策セミナ－」

を実施して、内定者全員の合格を目指します。

入社後は約３週間の集合研修を実施し、幅広

い知識を吸収する一方で、「服薬指導」「薬歴

管理」「疑義照会」など、実務に関するスキ

ルについても基本を学びます。

調剤薬局のクオリティーは、薬剤師一人ひ

とりのレベルの高さで決まるといっていいで

しょう。そのため、当社の教育システムは、

「理念教育」「薬学知識」「店舗管理知識」と

いう３つの柱から成り立っています。教育情

報部の専任スタッフが、ｅラーニングシステ

ムによる「15ステップアッププログラム」や

個別指導をはじめ、一般研修システムとして

職制別研修、新任研修、選択研修、カフェテ

リア型ｅラーニング通信教育、ＣＳ研修等を

継続的に実施し、総合的な知識と能力を保有

した社員育成を積極的に進めています。

平子 当社の特徴は生涯研修ができるプロ

グラムで、新人研修はその入口になります。

次いで入社３年目までフォローアップ研修が

細かく行われ、その後に中堅薬剤師研修、新

人薬局長研修、薬局長研修、マネージャー研

修という形で、それぞれステップに応じた研

修カリキュラムが組まれています。

薬剤師の仕事は専門職ですから、新人研修

は現在、３カ月間行っています。当社は札幌

市内に自社研修センターを持っており、そこ

で最初に２カ月間の研修を実施します。この

施設には、１日当たり処方せんを200～300枚

受けることを想定したモデル薬局を整備して

おり、本番さながらの実務実習ができます。
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に、医療機関を総合的にサポートする多角的

な事業を進めています。会社の基本は経営コ

ンサルティングで、医療機関と一緒に、よい

医療のための経営や改善を図っていくことを

柱にしています。

調剤薬局も病医院に対するコンサルティン

グを行う中で展開を始めました。薬局はどち

らかというと、大学病院などの大規模医療機

関より、むしろ中小病院や医院の規模が主体

です。また、会社では「D to D」という医

師の開業、転職、医療連携を支援しています

ので、医師と一緒に医療を進める考えから、

最近ではクリニックモール等の運営も行っ

ています。

薬局では、患者さんへのケアを中心に考

えていますので、患者さんとコミュニケー

ションが取りやすい店舗づくりを実施して

います。薬剤師の研修も、その点をポイン

トに行っています。

店舗は九州を中心に出店し、現在は全国

に広がっています。北は秋田（鹿角市）か

ら南は沖縄（那覇市）まで、調剤薬局のみ

214店舗です。社員数は2020人、うち薬剤

師は784人おります。

白　井　氏

充実した社内研修体制
主眼は社会人の態度修得

（６ページへ続く）



――各社とも新人薬剤師に対して、それぞ

れ特徴ある研修体制を整備されている状況

が、よく分かりました。

ところで学生にとって大きな関心事の１つ

は、調剤薬局業界の将来性ではないかと思い

ます。いま、社会保障改革が論議されていま

すが、医療費抑制が叫ばれ、医療保険制度そ

のものが大きな転換点を迎えていることが、

心配材料とも考えられます。

ただ、保険薬局が将来なくなることはあり

得ませんし、今後はむしろ地域医療の中で然

るべき位置付けが行われ、薬剤師の役割や薬

局の使命、責務が重みを増していくだろうと

思います。このように厳しさが予想される一

方で、地域社会での期待が高まっていくとい

う状況があるわけですが、こうした保険調剤

薬局の将来という点について、白井さんはど

うお考えでしょうか。

白井 薬価差益の減少や調剤報酬の抑制な

どが進み、確かにここ数年、調剤薬局を取り

巻く環境は大きく変化しており、患者さんへ

のサービス強化に対応できない薬局は、淘汰

される可能性が高いと思います。サービスの

向上を図るには、薬剤師を主体とする人材と

設備への投資が不可欠ですから、そうした対

応のできない薬局は、今後厳しい環境に置か

れるのではないでしょうか。

――平子さんはいかがですか。

平子 調剤薬局の経営的な側面からお話し

しますと、将来的には薬局が２極化するので

はないかと予想しています。１つは私たちも

そうですが、チェーン展開してスケールメリ

ットを生かせる大型の薬局と、パパママ薬局

といわれるような店舗で、地域住民や医療機

関と密接な関係を築いている薬局は、それぞ

れのスタイルで生き残っていけると思いま

す。それに対して、一定のカラーを打ち出せな

い中間的な薬局の場合は、経営的に難しい面

が出てくるのではないかなと考えています。

――規模的にはどういうイメージですか。

平子 中規模クラスの薬局ですね。スケー

ルメリットを出したくても出しにくい。また

特色ある店舗展開を進めるにも投資が必要

で、キャッシュフローの問題も出てくると

思われます。経営的にはそういう予測を持

っているのですが、もう一方で保険薬局の

機能という面からお話させていただきます

と、人々の医療に対するニーズは多様化し

てくると思われます。安全性、スピード、

在庫、配達、医薬品や健

康の指導など、地域ごと

に患者さんのニーズにど

れだけ応えていけるか

が、重要なポイントだと

考えています。

――やはりキーポイント

になるのは、地域住民との

結び付きでしょう。個々の

店舗が地域で住民としっか

りした信頼関係を構築して

いかないと、それが会社の

トータルイメージに跳ね返

ってきますし、企業体とし

ても発展していかないよう

に思うのですが、松井さん

はいかがでしょうか。

松井 会社の考え方でし

ょうが、患者さんや医療機

関のニーズ、地域住民の要

望も、時代に即したものが

あると思います。それをい

かに早く察知し、薬局サービスの向上や店舗

展開の仕方に反映していくかが重要なのだと

思います。

私どもでは、例えば小児科の門前薬局でし

たら、子どもたちに安全な薬局設計をしよう

と努めていますが、それは現場の薬剤師から

生まれた発想です。そのほか24時間対応、畳

敷きの店舗なども、提案したのは全て薬剤師

です。出店の際には、患者さんや医療機関の

希望、あるいは地域性を重視して、サービス

向上に努める必要があると思っています。

――田代さんの会社は、小規模の店舗が比

較的多いというか、医療機関側と総合的な展

開をされていると思いますが、どのようにお

考えですか。

田代 医療機関側からみれば、まだまだ調

剤薬局に対するニーズは高いと思います。医

師の中には処方せんを出したい、特に新年度

の診療報酬改正を機に、分業に踏み切りたい

という方が多数おられるようです。その場合

に本当に信頼できる薬局、薬剤師に対する需

要が非常に高まってくると思います。

ただ、薬剤師はまだ勤務地、待遇等を重視

する傾向があるように思います。しかし、本

当に患者さんから必要とされている場所で、

医師と共に医療人としての使命感を持って、

患者さんのために一生懸命働きたいと思う薬

剤師が多くなれば、調剤薬局のニーズもさら

に高まり、薬剤師の新しい未来への広がりが

出てくるのではないでしょうか。
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当然、薬学的な知識の研修もありますが、製

薬会社の協力によるインスリンの服薬指導の

仕方といった実務実習、あるいは道内の医療

大学の見学など、総合的な研修を行います。

最後の１カ月間は、配属予定店舗でOJT研

修を行います。細かくいえば、最終１カ月の

うち３週間がOJTで、あとの１週間は研修

センターに戻り、研修したことがすぐに実

践できるのか、いや知識だけではできない

こともあるのか、などをディスカッション

します。最後にペーパーテスト、ロールプ

レイテストを行い、合格すれば正式配属さ

れ、辞令交付となります。
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――何十年も先のことは誰にも分かりませ

んが、現在は分業が進んだといっても、率に

すれば全国平均で55％程度です。上限が

何％かは多くの見方もありますが、保険調剤

市場は、まだまだ発展途上という認識で良い

だろうと思います。

また分業の進展と共に、調剤過誤などへの

対応が重要になり、住民から信頼される薬剤

師の育成が、社会の強い要望になっています。

そこで薬局は実際にどういう人材を求めてい

（５ページから続く）
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――仕方なく薬局に就職試験を受けに来た

というのでは、気持ち的に最初から負け犬で

す。薬剤師という仕事を、前向きに捉えるこ

とが大切だと思います。少し話題を変えまし

て、在学中にこういうことを勉強してきてほ

しいという要望はありませんか。

田代 私は薬学出身ですが、社会人になっ

て感じたのは「学校で学べることは、学校で

学んでおけばよかった」ということです。社

会に出て仕事を始めますと、例えば薬理学、

薬物動態学などは必ず見直す日が来ます。で

すから大学での講義内容など、学べるだけ学

んでもらいたい。それから多くの友人を作る

こと。友だちと付き合う中で、コミュニケー

ション能力も高められます。あとは自分の気

持ちを閉じ込めず、様々なことにチャレンジ

してほしいですね。

松井 同じ意見ですが、よく学べよく遊

べに尽きます。仕事ができる人は、どちら

に対しても貪欲な姿勢を持っている気がし

ますし、自分や仕事を盛り上げる人間力の

強さを感じますからね。また、社会人とし

てはスタートダッシュが非常に大事です

が、その時点で社会常識がある人とない人

では差が出ると感じています。

職業観というか、薬剤師がどういう仕事

をするのか、考えてきてほしいですね。働

く場は自己実現の場でもありますから、自

分がどうなっていきたい、どうしていきた

いのか、薬剤師としての使命を具体的にど

のように実現していくかも、頭に置いてほ

しいと思います。

白井 私は３つのことをお願いしたいと思

います。１つは、「学業」と「実業」という

言葉がありますが、大学は学問の業を修得す
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くのか、ご出席の皆さんは採用の現場におら

れますので、望む人材とか、逆にこういう人

には来てほしくないというお話をお願いしま

す。

白井 今後、「医薬分業」が進み、それに

比例して患者さんの「調剤薬局」「薬剤師」

に対する期待は、ますます高まってきます。

その意味では、まず「医療人」としての使命

感を持ち、「自分がどうあるべきか」、そのた

めには「何をすべきか」を常に考えられる人。

受け身ではなく常に高い目標を持ち、その目

標達成のため積極的に自己研鑽し、挑戦でき

る人材が必要だと考えています。

さらに、本人のキャリアパスを考える上で

は、リーダーシップ力、問題解決能力、コミ

ュニケーション力も重要なスキルになります

ね。

松井 私は薬剤師ではありませんが、学生

さんと話をする機会が非常に多いです。その

中で気がかりなのは、いま白井さんからもお

話がありましたが、受け身の人が多いという

印象を受けることです。私どもは自ら積極的

に意見を言い、行動できる方にぜひ来てほし

いのです。また、薬剤師の職能を極めること

は当然重要ですが、社会人としてのバランス

を持つ人が望まれます。あと欲をいえば、皆

から慕われる人でしょう

ね。

田代 同感です。私ども

の社長がいつも話すことで

すが、「自分」という言葉

は自と分に分かれます。自

は「自ら」、分は「わきま

える」、つまり自らをわき

まえる人ということです。

例えば家で喧嘩をしてその

まま出勤し、苛立った気持

ちで患者さんと接するよう

なことは、決してあっては

いけません。そのような患

者さんの立場を考えられな

い自己中心の人は、薬剤師

の資質として問題があるで

しょう。あるいは待遇や福

利厚生といった面ばかり重

視されるのも困ります。

平子 ほしい人材は、各

社とも重なるでしょうね。

条件としては、まずフレキシブルな対応がで

きる人です。例えば、患者さんが求めている

ことを会話や表情から理解し、それに対して

自分がどうすべきかを考えられる人。これは

相手を理解しようという気持ちがあれば、面

接などで自然と伝わってきます。

もう１つはバランスの良さです。１人の薬

剤師として、専門性を持ちながらリーダーシ

ップも発揮できる人です。また、薬剤師とい

う専門家の仕事を通じて会社、患者さん、社

会にどういう利益をもたらすことができるか

を考えられ、周囲の人たちと協調できる人、

そういう人がほしいなと思います。

田代 もう１つ、広い意味での経営なども

含め、多くのことが考えられる人が望ましい

ですね。

平子 少し厳しい言い方ですが、こういう

人材は採用したくないということが、１つだ

けあります。「本当はこうしたかったが、結

局これにしかなれなかった」というような人

です。「だったら最後まで目標に向かって頑

張れば良いじゃない」と、逆にエールを送り

たくなってしまいます（笑）

田代 やはりチャレンジ精神は大事です

ね。自分の能力に線を引くのではなく、それ

を超えられるような人材がほしいと思いま

す。

白井 そうですね。現状を常に「他責」と

してとらえ、自律した行動が取れない人材は、

成長性が乏しく、魅力を感じません。

積
極
的
な
姿
勢
を
前
面
に

求
め
ら
れ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚

松　井　氏

薬学の基礎をしっかり
大学生活は感受性豊かに
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――ところで学生を受け入れる側から見

て、今の薬学教育に足りない面を感じること

もあるかと思いますが、企業として大学に何

を望まれますか。例えば、４月から６年制が

スタートしますが、それを機にこう変えてほ

しいといった要望はありませんか。

平子 ６年制というのは、現場に出てきた

とき、薬剤師としてきちんと仕事ができるよ

うにという趣旨から、実務教育を充実させる

目的で導入されたものと認識しています。

私が学生の頃は、薬学の勉強を要領よく、

浅く広くやってきた人の方が、国家試験でも

良い点数を取っていました。ところが現場で

「あっ」と思ったとき、なぜこうなったのか

というような踏み込んだ勉強は、修士課程に

進むまでなかったと記憶しています。正直な

ところ４年生までは、大学を国家試験の予備

校のように思っていた部分もありました。

現在は国家試験もずいぶん難しくなったと

いわれますが、なぜこうなるのかという原理

原則や、なぜこういうことをするのかを、時

間を取って踏み込んで教えてほしいですね。

そうなれば、１つひとつの学問にもっと興味

が持てるでしょうし、現場へ出た時にも、大

学で学んだことが具体的な解決策を導くこと

につながるのではないでしょうか。

白井 おっしゃるように、医師と対等に活

躍できるだけの技能、態度などを身に着ける

ためには、４年間の薬学部教育では十分では

ないという声が高まり、来年度から６年制が

導入されることになったわけです。

これまで、大学では医薬品メーカーの研究

開発者やＭＲの養成を中心とした教育が行わ

れ、臨床教育や実務実習はほとんど行われて

いませんでした。つまり、薬剤師教育は就職

先の病院や調剤薬局に委ねられ、就職先の教

育システムの充実度によって、薬剤師の質に

大きな格差が生じていま

す。

しかし、製薬企業への就

職が薬学部卒業者の１割程

度という状況ですから、大

学は今後、社会のニ－ズに

応え、医療のプロとしての

薬剤師育成を目指して、臨

床や実務実習を重視したカ

リキュラムを充実させてほ

しいと思います。

田代 平子さんのお話を

聞いていて、なかなか４年

間では、将来何をしたいの

かが考えられないかなと感

じました。最近、ある大学

から１年生向けのアーリー

エクスポージャーの要請が

あり、対応したことがあり

ます。その際に、模擬ルー

ムで軟膏の調製などをさせ

てみたのですが、あとで大

学の先生から聞いた話では、その後の学生の

反応がずいぶん変わったということでした。

いま１、２年生では、実践的なことより基礎

教育が中心ですが、実務と直結するような内

容も含めていただけることを希望します。

――低学年で、調剤や製剤の実習をするこ

とはあり得ませんからね。

田代 また、別の大学の先生が、最近は製

薬企業へ就職する学生が少なくなってきたと

話していました。製薬企業にはＭＲという重

要な薬剤師の受け皿がありますが、希望者が

激減しているというのです。調剤薬局の採用

担当者が言うべきことではないでしょうが、

それはそれで寂しい面もあります。やはり学

生が、いろんなことにチャレンジしてみよう

と思うような教育、授業を期待したいと思い

ます。

松井 学生を見ていると、知識偏重という

節があります。これから多くの臨床経験を積

まれることと思いますから、そこで人間とし

て何ができるのか、臨床実習を含め、そうし

たことが経験できるような授業を行ってもら

えれば、ありがたいと思っています。

――今後はＳＰを使った実習とか、大学も

教育や実習に様々な工夫を凝らすだろうと思

います。とはいえ、どの程度それを修得でき

るかは、最終的には学生個々の意識や態度に

帰結するのでしょう。ただ、２年間延長され

て中身が濃くなりますから、身に着き方が違

ってくることは想定されます。

田代 ６年制になれば、そこの部分が重視

されますから、楽しみではありますね。

松井 ６年制になることで、医師とも対等

に話せる薬剤師が求められてくるのではない

でしょうか。薬学だけでなく医学に対する知

識も深めることで、より臨床的に薬のことを

学べるのではないかと期待しています。

――大学の受験対策についてはどう思われ

ますか。国家試験の予備校かといった批判も

あるようですが…。

田代 薬剤師の仕事は、国家試験に受から

なければできないわけですから、致し方ない

面はあると思います。最近は医師の国試もコ

ミュニケーション能力を重視しつつあります

が、同じことが薬剤師の国試にも取り入れら

れてくれば、いろいろな面で変わってくると

思います。ただ私たちが受けた頃とは、国試

の内容はかなり違っていて、ずいぶんと現場

に近い問題が取り入れられていますね。
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る場ですから、何よりもしっかりと勉強をし

てくること。第２に、調剤薬局はサ－ビス業

だということを理解し、薬剤師として「患者

さんへ最高のサービスを提供するとはどうい

うことか」を自分なりに考えてきてほしいで

すね。３つ目は「目標」をしっかり持つこと

です。

つまり、昨日までの「学生」チャンネルを

変えて、今日からいきなり「社会人」として

スタートすることは難しいですから、前もっ

てこの点を考えてスタートした人の方が、何

事に対しても積極的な対応や行動が取れると

思います。

平子 確かに薬学生はカリキュラムがタイ

トで、専門の勉強だけでも大変です。しかし

感受性豊かに学生生活を過ごし、いろいろな

レセプターを身に着けてもらいたいと思いま

す。大袈裟かもしれませんが、ゴミを平気で

捨てる人を見て、地球全体の環境問題が考え

られるとか、感受性の豊かさは知識とは別に

社会で非常に役立つと思います。自分が主役

で語れるような、素晴らしい経験をしていた

だきたいですね。

田代 私は面接で、どういうアルバイトを

したのか聞くことがあります。その時に、こ

れをやりましたと言い切れる人と、ぼそぼそ

自信なさげに話す人がいます。同じようなア

ルバイトを経験しているはずなのですが、そ

の違いは結構大きいと感じます。
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――それでは最後に、ここだけは強調して

おきたいという点がございましたらお願いし

ます。

白井 「学業」の世界から「実業」の世界

に入ることは、自らが「実」になる業を得る

ということです。教育を例に挙げれば、教育

は与えられるものではなく、自らが積極的に

学ぶものです。当社も教育環境を整えており、

（７ページから続く）



保険調剤薬局の集まりであ

る日本保険薬局協会（NPhA）

は、初めての「合同就職説明

会」を、昨年東西で開催した。

薬学生向けの就職セミナーは

数多く行われているが、調剤

薬局だけに限定した説明会は

なかったことから、同会の雇

用問題検討委員会が企画し実

施したもの。NPhAは「保険

薬局協会にしかできない、保

険薬局協会だからできる就職

セミナー」だと胸を張る。

開催日は東京会場が11月23

日。43社がブースを設けて出

展、Ｕターンコーナーにも23

社が参加したほか、ネオフィ

スト研究所の吉岡ゆう子氏が

「これから10年、薬剤師に最

も大切なこと」というテーマ

で講演も行った。天候にも恵まれ、350

人もの学生が訪れた。

一方の大阪会場は12月４日。出展29社、

Ｕターンコーナーには19社が参加。ここ

では新医療総研代表の井手口直子氏が、

「今から始めよう、勝ち残れる薬剤師の

キャリアプラン」と題して講演した。こ

の日は残念ながら激しい雨が降っていた影響

もあり、来場した薬学生は200人程度であっ

た。

合同説明会について出展した企業は、「調

剤薬局に就職したいと考えている学生だけに

ターゲットを絞ることができ、ブースへの訪

問人数も、他のセミナーより多かった」と高

く評価している。

「参加した学生も、真面目な人が多いとい

う印象だった」とし、特に薬局志向という明

確な目的意識を持ち、ある程度の知識も身に

着けていることから、質問も業務に直結した

ものなど、非常にレベルの高い内容だったと

いう。

平成18年１月１日（日曜日） 第２号薬　学　生　新　聞 （９）

そこから得たものは、すべて自分の知識とし

て蓄積されるわけです。与えられたものは自

分のものにはなりません。自らがプロ意識を

持った薬剤師として成長をするために、受け

身ではなく自己成長のために積極的な行動を

とってほしいと思います。薬学生が将来、薬

剤師として活躍するためには、自分を従来の

環境に温存するのではなく、１人ひとりが意

識変革することが必要だと思います。

平子 私たちは学生さんに対して、「医療

の未来や薬剤師の将来像を、自分たちで考え

て創造していこう。そういう人がほしい」と

声を大にして訴えています。医療が変わって

いく中で、５年後、６年後

に現在と同じことをしてい

るわけにはいかないので

す。その時にどうするのか、

医療の未来を私たちと一緒

に創造し、デザインしたい

という人に、ぜひとも当社

に来ていただきたいと考え

ているのです。

田代 当社では新入社員

に対して、価値ある人生を

共に歩んでいこうと呼びか

けています。ぜひとも学生

さんには、社会に出て誇り

と使命感を持って仕事をし

ていただきたいですね。

もう１つ、薬剤師である

以上は医療人ですから、患

者さんのことを常に見てい

てほしい。自分のことより、

他人のことに思いを馳せら

れる人になってほしいです

ね。

松井 働く場とキャリアアップできる機会

は、私たちの方で用意しますから、あとは自

分たちで努力し、積極的に掴み取ってほしい

と思います。提供された場を生かすも殺すも

自分次第だということを、ぜひとも学生さん

に強調しておきたいです。私たちは「人材」

を「人財」にするまでは、惜しみなく努力し

ますので、チャンスをしっかり生かしていた

だけることを期待しています。

――土俵は用意しますが、相撲をとるのは

皆さん方ですよというお話でした。この松井

さんの言葉を結びとして、座談会を終わりた

いと思います。ありがとうございました。
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説明に熱心に聞き入る学生たち

アポプラスステーション（ＡＰＳ）は昨年

12月１日、薬学生の就職動向調査を発表した。

就職したい製薬企業の第１位は武田薬品、次

いで第一三共、第３位がノバルティスファー

マとグラクソ・スミスクライン（ＧＳＫ）だ

った。同社は10月に転職希望者調査も発表し

たが、ＧＳＫを除いて転職したい企業のトッ

プ３と同じ顔ぶれとなった。調査結果につい

てＡＰＳは、「比較的売り上げとリンクした

人気度になっている。学生の価値基準として

は、企業規模が重要なのだろう」と分析して

いる。

この調査は、製薬産業の市場動向などを調

査しているＡＰＳメディカルリサーチセンタ

ーが、医療関係企業の求人活動の参考資料と

するために実施したもの。ＡＰＳのセミナー

に参加した薬学生50人（３年生中心）を対象

に、希望する職種、就職先の選定条件などを

聞いた。

興味を持った職種は、病院薬剤師、製薬企

業、調剤薬局、大学院などへの進学、その他

一般企業、民間研究所という順だったが、特

に上位３職種に集中していた。

就職したい製薬企業ランキングでは、トッ

プ３以下はアストラゼネカ、大塚製薬の順で、

７位にツムラが入った。「漢方薬で独自のポ

ジションを取る同社の活動や、製品構成が評

価されたのであろう」と分析した。８位以下

ではアステラス製薬、エーザイ、中外製薬と

続いている。

就職の際に重視する条件では、「社員の雰

囲気」「知識が生かせる」に集中した。特に

製薬企業希望者の場合はこれら２条件に加

え、「給料が高い」を選択する傾向が見られ

たという。

トップは武田薬品
アポプラス調査

就職したい製薬企業


